






Analysis of the actual situations about that the problem solving for the students 
became a mere façade in 45 minutes class. 

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































化から実質化までの 3 つのレベル」3 つ
のレベル
　これまで、「問題解決の形骸化」のとらえ方や解釈
には様々な考え方があったが、【予想】→【観察・実
験】に向かう契機の差異に着目して、「問題解決の形
骸化から実質化までの3つのレベル」に分類すること
ができた（表6再掲）。
　図3は、既存の問題解決の過程17）に2つの事例
を位置づけたものである。図3から、問題解決が形
骸化していたか、あるいは実質化していたかの判
断は、その様相を吟味するレベルによって違いが生
じることが分かる。従来、「問題解決の形骸化」の
捉え方についてその解釈に違いがみられたのは、
この判断レベルについて明確な設定がなされてこ
なかったことにあるのではないかという仮説を補
強する資料の一つとなる。
　また、レベル①やレベル②では、問題解決の形
骸化は見過ごされる可能性があるが、レベル③で
は、高い精度で形骸化の事実をとらえることができ
る。このことから、今後は、「問題解決が形骸化」
の実態を、各レベルで段階を追いながら理論的に
追跡することが可能になると期待できる。
2．残された課題
　45 分間の問題解決が形骸化する要因
　本研究では、問題解決の過程における【予想】→
【観察・実験】の場面に向かう2つの事例から、問題解
決が形骸化する具体的な様相および形骸化をとらえ
る3つのレベルが明らかになった。
　今後は、問題解決の過程における【予想】→【観
察・実験】の場面以外の事例でも追加検証を行う必
要がある。また、問題解決が形骸化した要因と問題
解決が実質化するための方途について一つ一つ明
らかにしていきたい。
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